
（右下写真）今回初当選を果たした、はたのつばさ議員。
「周囲に支えられての当選」と感謝を述べた

自治労協協力力国国会会議議員員にに
給給与与法法改改正正等等をを要要請請

給与法の閣議決定を待っている自治体も多いなか、2024
人勧の取り扱いについては、いまだ閣議決定されていな
い状況だ。臨時国会召集に先立ち、自治労は協力国会議
員らに「給与法の閣議決定と早期成立」にむけての尽力
を要請し、年内には自治体での条例改正及び差額清算が
できるよう働きかけた。

＜協力国会議員一覧＞
※は自治労組織内議員

衆議院 18人

大築紅葉 逢坂誠二※ 石川香織
金子恵美 西村智奈美 福田昭夫
大島敦 本庄知史 後藤祐一
波多野翼※ 近藤昭一 泉健太
北神圭朗 小川淳也 玉木雄一郎
吉川元 渡辺創 新垣邦男※

参議院 4人

伊波洋一※ 鬼木誠※ 岸真紀子※

杉尾秀哉

11
月
13
日
、
自
治
労
は
協
力
国
会
議
員

団
会
議
を
開
催
。
衆
議
院
解
散
・
総
選
挙

後
、
初
め
て
の
召
集
と
な
っ
た
。

会
議
で
は
、
自
治
労
本
部
・
石
上
千
博

委
員
長
と
、
議
員
団
長
の
逢
坂
誠
二
衆
議

院
議
員
が
あ
い
さ
つ
。
10
月
の
衆
院
選
で

当
選
し
、
新
た
に
加
わ
っ
た
議
員
4
人
�

お
お
つ
き
紅
葉
（
北
海
道
4
区
）、
本
庄

さ
と
し
（
千
葉
8
区
）、
は
た
の
つ
ば
さ

（
比
例
・
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
）、
渡
辺

創
（
宮
崎
1
区
）
が
紹
介
さ
れ
た
。

当
面
の
国
会
審
議
に
お
け
る
自
治
労
の

要
請
事
項
と
し
て
は
、「
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」、「
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
の
2
法
案
。
前
者
に
関
し
て
は
、
年

内
に
自
治
体
で
条
例
改
正
及
び
差
額
清
算

が
で
き
る
よ
う
、
給
与
法
の
閣
議
決
定
・

早
期
成
立
を
求
め
た
。
出
席
し
た
議
員
か

ら
は
、
税
制
改
革
、
公
立
病
院
の
経
営
問

題
、
国
保
会
計
の
財
源
確
立
な
ど
に
つ
い

て
も
活
発
に
意
見
が
出
さ
れ
、
自
治
体
の

諸
課
題
の
共
有
が
図
ら
れ
た
。
自
治
労

は
、
今
後
も
協
力
国
会
議
員
と
連
携
を
強

め
な
が
ら
、政
策
実
現
に
む
け
取
り
組
む
。

10月に実施された衆議院選挙では、全国の

仲間のみなさんの力強いご支援をいただき、

与党過半数割れ、立憲民主党は50増の148議

席を獲得することができました。

国会における各委員会等の委員長、理事、

委員の配置は議席数により割り振られます。

我が党は議席増に伴い、予算委員会（安住淳）

の他、法務委員会（西村智奈美）、憲法審査

会（枝野幸男）等で委員長ポストを獲得でき

ました。これを受け、予算審議や憲法につい

ての真摯な議論が行われるよう、そして選択

的夫婦別姓制度を実現させるため、野党第一

党としての責務を果たさねばなりません。

衆院選で示された民意を今後の国会運営に

活かし来夏の参院選につなげていけるよう、

衆参連携し国会論戦に臨む覚悟です。

与
党
過
半
数
割
れ
・
立
憲
は
議
席
増

国
会
運
営
に
民
意
を
反
映
さ
せ
ま
す

11月6日、石上千博委員長と

伊藤功書記長は村上誠一郎総務

大臣（写真左端）と会見した。

石上委員長は、総務大臣就任

に対する祝意を表した上で、「給

与法は地方自治体の賃金決定に

も大きく影響することから、早

期の人勧取り扱いの決定と改正

給与法案の閣議決定、成立にむ

けご尽力いただきたい」と述べた。

続けて「社会の注目を集めて

いる、いわゆる『103万円の壁』

問題については、地方財政へ与

える影響に十分留意する必要が

ある。見直し議論にあたっては

その点を踏まえ、影響なきよう

取り扱いを検討いただきたい」

と求めた。

給給与与法法改改正正案案のの早早期期成成立立とと
『『110033万万円円のの壁壁』』問問題題でで大大臣臣要要請請

10
月
26
日
、
北
海
道
4
区
に
て

応
援
演
説
を
す
る
岸
議
員

ご意見
フォーム自治労HP
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入選

第10回じちろう全国共済集会＠千葉

団体生命の加入目標を年30件に設
定。2022年には10件だった新規加入
は36件を達成。加入率は10．05％か
ら10．22％となった。
未加入の執行委員に加入を促し意

識を高め、多数の説明会を重ねた。

共済の制度や事務が「わからな
い」から加入に消極的であることに
気づき、書記の「共済への基礎力」
向上に取り組んだ。
支部説明会の回数を増やし、団体
生命の年間加入目標100件をクリア。

多多くくのの組組合合員員のの結結集集でで
よよりり良良いい制制度度のの実実現現をを

こ
の
集
会
は
、
単
組
が
労
働

者
自
主
福
祉
運
動
の
意
義
を
学

び
、
よ
り
主
体
的
、
よ
り
組
織

的
に
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
を

め
ざ
し
、
単
組
・
職
場
で
よ
り

実
践
的
に
活
用
で
き
る
取
り
組

み
事
例
を
共
有
し
、
参
加
者
の

技
能
向
上
を
目
的
に
、
毎
年
開

い
て
い
る
も
の
。

集
会
1
日
目
は
、
石
上
千
博

自
治
労
委
員
長
の
主
催
者
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
自
治
労
本
部
共

済
推
進
委
員
会
の
石
井
利
明
事

務
局
次
長
（
総
合
組
織
局
長
）

が
「
共
済
推
進
運
動
、
そ
れ
は

自
治
労
運
動
そ
の
も
の
」
と
題

し
て
基
調
提
起
を
行
っ
た
。

石
井
次
長
は
「
直
面
す
る
4

つ
の
重
要
な
取
り
組
み
」
と
し

て
、
①
新
規
採
用
者
へ
の
取
り

組
み
、
②
退
職
予
定
者
へ
の
取

り
組
み
、
③
役
職
定
年
者
の
組

織
化
対
策
、
④
じ
ち
ろ
う
共
済

を
生
涯
保
障
の
メ
イ
ン
と
す
る

た
め
の
取
り
組
み
（
団
体
生
命

共
済
の
競
合
対
策
）
を
提
起
。

「
多
く
の
組
合
員
が
結
集
す
れ

ば
、
よ
り
良
い
制
度
の
実
現
に

つ
な
が
る
」
と
訴
え
た
。

続
く
全
体
講
演
の
講
師
は
、

こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
〈
全

労
済
〉
職
域
生
協
統
括
本
部
の

川
本
淳
本
部
長
（
自
治
労
前
委

員
長
）。川
本
本
部
長
は
、
単
組

時
代
の
活
動
、
自
治
労
委
員
長

時
代
の
団
体
生
命
共
済
の
抜
本

改
正
に
む
け
た
組
織
討
議
の
経

験
な
ど
を
踏
ま
え
、
共
済
推
進

方
針
の
課
題
と
挑
戦
を
語
っ
た
。

後
半
で
は
、4
つ
の
単
組
か
ら
、

成
果
を
得
た
取
り
組
み
の
事
例

報
告
が
あ
っ
た
（
左
上
記
事
）。

集会には全国から487人（対面のみ）が参
加。2日目は委員長・代表委員分科会のほ
か4つのテーマ別分科会で、保障相談スキ
ルなど実践スキルの講習も

自
治
労
は
11
月
20
〜
21
日
、
千
葉
市
で
第
10
回
じ
ち
ろ
う
全
国
共
済

集
会
を
開
催
。
自
治
労
運
動
の
「
車
の
両
輪
」
と
し
て
の
共
済
推
進

活
動
の
前
進
に
む
け
て
、
課
題
と
運
動
事
例
の
経
験
共
有
、
共
済
制

度
の
優
位
性
の
理
解
と
伝
え
方
、
保
障
相
談
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
術
な
ど
の
研
修
を
行
っ
た
。

中央委員会での共済学習会、資産
形成や新採向けのセミナー、マイ
カー共済紹介キャンペーンなどに取
り組み、加入実績が大きく伸びた。
誰かが一歩を踏み出せば、未来を

変えることはできる。

団体生命加入率80％の回復にむ
け、中堅層と新採の加入確保を重点
に展開。和やかな雰囲気で共済の制
度の良さを知ってもらう「カフェく
み」、マネープランセミナーを開催。
あと20人の新規加入で80％だ。

詩 東野 正 岩手県職労 退職者
短歌 秋雪（中谷有希） 自治労名古屋
俳句 瀬角龍平 垂水市職労 退職者
川柳 光風 雫（中川潔） 福井県職 退職者

〇詩 審査員 山田隆昭さん
入選 「新しい世界のために」 東野 正 岩手・県職労 退職者
佳作 「煙草」 米谷 茂 大阪・自治労泉佐野 退職者

「丘」 ＊半田一緒（恩田一葉） 北海道・美瑛町職
「島」 池田源威 山形・遊佐町職労

〇短歌 審査員 森川多佳子さん
＊受賞作品はいずれも下記応募作品群の中から抄出

入選 「図書館短歌（トショカンタンカ）」
＊秋雪（中谷有希） 愛知・自治労名古屋

佳作 「ケースワーカー」 米谷 茂 大阪・泉佐野市職 退職者
「ふるさと・広島」 田村陽子 広島・県職労 退職者

奨励賞 「公務職場」 西原和弘 鹿児島・県職労
「老いゆく保存樹」 鈴木照夫 東京・都職労 退職者
「カモメはきっと前だけを見て」

＊堀優季奈（秋田優季奈） 北海道・室蘭市職労

〇俳句 審査員 舘野豊さん
＊受賞作品はいずれも下記応募作品群の中の一句

入選 「職場点景」 瀬角龍平 鹿児島・垂水市職労 退職者
佳作 「組合の四季」 ＊桐原則介（酒井邦夫） 全国一般福井地方労組

「子育て」 ＊遥巻 颯（伊吹梨沙） 愛知・豊田市職労連
奨励賞 「私の面白きこと」 佐藤 聡 東京・立川市職労

（無題） 保久上光昭 鹿児島・垂水市職労 退職者
「海風は綺羅」 山崎俊定 東京・都職労 退職者

〇川柳 審査員 島田駱舟さん
＊受賞作品はいずれも下記応募作品群の中の一句

入選 「やさしいきずな」 ＊光風 雫（中川 潔） 福井・県職 退職者
佳作 「各駅停車」 ＊柳谷たかお（柳谷隆男）

青森・外ヶ浜町職 退職者
「生と死の間」 田中良積 北海道・釧路市役所ユニオン 退職者

奨励賞 「青空に乾杯」 ＊綿谷夕雨子（綿谷有子）
青森・今別町職 退職者

「燈火」 ＊ありの実（野村みどり）
東京・港区職労

第
30
回
自
治
労
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
「
詩
歌
の
部
」
の
審
査
結

果
が
出
そ
ろ
っ
た
。
俳
句
と
川
柳
で
は
新
人
が
入
選
。
詩
と

短
歌
で
も
新
人
が
賞
の
一
角
に
食
い
込
ん
だ
。
な
お
「
散
文

の
部
」
の
最
終
審
査
は
、
12
月
20
日
に
行
わ
れ
る
。

「
公
務
員
労
働
事
件
の
実
務
対
応
」

自治労法律相談所の岡田

俊宏弁護士が部会長を務め

る公務員労働法制研究部会

（東京弁護士会内に設置）の

編による、公務員労働法解

説の決定版。

国家公務員・地方公務員か

ら消防職員や教員、非正規公

務員まで、公共部門の組織再

編、再任用制度と定年延長、

「働き方改革」やパワハラ、

SOGIハラまで、最新の課題

もカバーする。

組合役員必携の1冊。

出版元：ぎょうせい
4，500円＋税

公公
務務
員員
労労
働働
法法
制制
のの
全全
分分
野野
をを

11
冊冊
にに
網網
羅羅
すす
るる
実実
務務
解解
説説
書書

岡田俊宏弁護士

筆
者
は
詩
と
い
う
も
の
を
多
く
読
ん
で
こ

な
か
っ
た
。
学
生
時
代
に
誰
で
も
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
有
名
な
詩
人
の
有
名
な
詩
を
ほ
ん

の
少
し
か
じ
っ
た
程
度
で
あ
る
。
そ
ん
な
筆

者
が
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
詩
集
で
あ
る
。

職
場
の
同
僚
が
詩
人
で
も
あ
り
、
そ
の
同
僚

の
訳
・
編
に
よ
る
詩
集
を
選
ん
だ
。

詩
の
綴
り
手
、
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー
は

量
子
力
学
を
発
展
さ
せ
、
1
9
3
3
年
に

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
。
本
書
は
生
涯

で
唯
一
の
詩
集
で
あ
る
。
62
歳
の
時
に
出
版

さ
れ
た
も
の
だ
が
、
瑞
々
し
い
言
葉
に
満
ち

溢
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
二
度
の

世
界
大
戦
や
研
究
の
中
に
生
き
た
作
者
は
、

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
「
恋
す
る
物
理
学
者
」
に

あ
る
よ
う
に
、
切
な
い
く
ら
い
の
愛
に
満
ち

た
詩
を
綴
っ
た
。
34
の
詩
は
ど
れ
も
情
景
が

浮
か
び
、
行
間
か
ら
世
界
が
広
が
る
。
さ
ほ

ど
難
解
な
言
葉
や
表
現
が
な
い
つ
く
り
は
、

読
者
を
選
ば
な
い
だ
ろ
う
。
ほ
ぼ
見
開
き
に

ひ
と
つ
の
詩
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の

で
、
ど
こ
か
ら
読
ん
で
も
い
い
。
若
い

世
代
は
現
在
進
行
形
の
恋
を
、
さ
ら
に

年
を
重
ね
た
世
代
は
か
つ
て
の
恋
（
あ

る
い
は
現
在
進
行
形
）
に
思
い
を
馳
せ

な
が
ら
存
分
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
（
橋
本
春
樹

大
阪
・
枚
方
市
職
）

過
去
の
恋
、今
の
恋
に
馳
せ
る
想
い

「
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー
詩
集

恋
す
る
物
理
学
者
」
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー

書肆侃侃房
2，090円（税込）

ルークンコ芸文労治自回３０第

事
例
報
告

頑
張
れ
ば
必
ず
成
果
は
出
る

※敬称略詩歌の部 審査結果の発表

挑
戦
に
終
わ
り
は
な
い

未
来
を
変
え
る
小
さ
な
一
歩

北
田
真
土
さ
ん（
神
奈
川
・
相
模
原
市
職
労
）

山
口
遥
介
さ
ん（
愛
知
・
岡
崎
市
職
）

書
記
局
み
ん
な
の
チ
カ
ラ
で

め
ざ
せ
加
入
率
80
％
回
復

漆
畑
智
美
さ
ん（
静
岡
県
職
）

牛
島

慶
さ
ん（
福
岡
・
大
牟
田
市
職
労
）
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